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【全般】 泊発電所の位置

泊発電所

10km

小樽市

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【全般】 津波漂流物

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【全般】 津波漂流物

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【全般】 津波漂流物

調査分類Ｂ（敷地外陸域）の調査結果（まとめ資料から抜粋）
青塗箇所：今回の調査で確認可能
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【全般】 津波漂流物

調査分類Ｂ（敷地外陸域）の調査結果（まとめ資料から抜粋）
青塗箇所：今回の調査で確認可能
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【全般】 津波漂流物

調査分類Ｂ（敷地外陸域）の調査結果（まとめ資料から抜粋）
青塗箇所：今回の調査で確認可能
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【現地確認①～③】 岩内港

第一埠頭

漁業埠頭

旧フェリー埠頭

岩内町地場産業サポートセンター

岩内地方文化センター

岩内港

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【現地確認④(a)】 堀株港

堀株港

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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敷地における当社空中写真判読の結果，敷地の南東側（堀株側）に地すべり地形が認められる。

【現地確認④(b)】 地すべり地形（堀株側）

敷地における当社地すべり地形判読結果

凡 例

1号炉 2号炉

3号炉
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【現地確認④(b)】 地すべり地形（堀株側-敷地内-）

空中写真(1976年国土地理院撮影)

滑落崖と考えられる，
馬蹄形を呈する急斜面
が認められる。

舌状の張り
出しが認め
られる。

流れ山状の凸地形
が認められる。

急斜面は認められるが
直線的である。

移動土塊としては平坦
な地形を呈する。

当社で抽出した地すべり地形
(地形図は，1976年国土地理院撮影の

空中写真を使用した空中写真図化により作成
(1mコンター))

防災科学技術研究所
「1:50,000地すべり地形分布図」
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防潮堤の北側端部に位置する地山において実施している，ボーリングの調査位置を下図に示す。
当該ボーリングは標高約49m～-1mまで掘削しており，標高約44mから，基盤岩である新第三系上
部中新統神恵内層の火砕岩(砂質凝灰岩，火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩)を確認している。

【現地確認⑤】 ボーリングコア（防潮堤北側端部に位置する地山）

敷地の平面図

ボーリング
掘削深度50m

(孔口標高約49m)
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【現地確認⑤】 ボーリングコア（防潮堤北側端部に位置する地山）

柱状図(1/4)

コア写真(深度0～15m) 柱状図(深度0～15m)

孔口標高:48.70m

改変

：F-1断層 13



【現地確認⑤】 ボーリングコア（防潮堤北側端部に位置する地山）

柱状図(2/4)

コア写真(深度15～30m) 柱状図(深度15～30m)

孔口標高:48.70m
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【現地確認⑤】 ボーリングコア（防潮堤北側端部に位置する地山）

柱状図(3/4)

コア写真(深度30～45m) 柱状図(深度30～45m)

孔口標高:48.70m
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【現地確認⑤】 ボーリングコア（防潮堤北側端部に位置する地山）

柱状図(4/4)

コア写真(深度45～50m) 柱状図(深度45～50m)

孔口標高:48.70m
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【現地確認⑤】 ボーリングサンプル（1,2号地盤改良）

取水構造物 埋戻地盤

岩 盤

取水構造物周辺地盤を改良し，
構造物が受ける土圧を軽減させる

項 目 内 容

対象設備 １，２号機取水路，スクリーン室，海水管ダクト

工 期 平成20年2月～平成20年12月

施工概要
高圧噴射攪拌工法により，構造物周辺地盤の改良を実
施し，地震時の土圧を軽減させる耐震裕度向上工事を
実施。

施工位置図 耐震裕度向上工事イメージ図

施工概要

：枠囲みの内容は機密情報に属しますので公開できません。
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新設する防潮堤線形を考慮し、新たな入構ルートを構築する

【現地確認⑥(a)】 茶津入構トンネル
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茶津トンネルの概要

茶津
門扉側

発電所
構内

トンネル区間(１) トンネル区間(２)明かり区間

開放道路範囲

入口 Ａ
(T.P. +8 m)

出口 Ｄ
(T.P. +10 m)

出口 Ｂ
(約T.P. +17 m)

入口 Ｃ
(約T.P. +20 m)

茶津入構トンネル 縦断図
(令和4年7月28日審査会合資料(一部修正))

※設置位置は，今後の検討状況により変更となる可能性がある。

茶津入構トンネル 平面図
(令和4年7月28日審査会合資料(一部修正))

【現地確認⑥(a)】 茶津入構トンネル
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【現地確認⑥(b)】 地すべり地形（茶津側）

敷地における当社地すべり地形判読結果

凡 例

1号炉 2号炉

3号炉

敷地における当社空中写真判読の結果，敷地の南東側（堀株側）に地すべり地形が認められる。

茶津川
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【現地確認⑥(b)】 地すべり地形（茶津側-敷地内-）

空中写真(1976年国土地理院撮影) 当社で抽出した地すべり地形
(地形図は，1976年国土地理院撮影の

空中写真を使用した空中写真図化により作成
(1mコンター))

防災科学技術研究所 「1:50,000地すべり地形分布図」

滑落崖を示唆する急斜面
は認められない

移動土塊としては平坦
な地形を呈する。
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【現地確認⑥(b)】 地すべり地形（茶津側-敷地外-）

300m

滑落崖と考えられる，
馬蹄形を呈する急斜面
が認められる。

舌状の張り
出しが認め
られる。

流れ山状の凸地形
が認められる。

空中写真(1976年国土地理院撮影) 当社で抽出した地すべり地形
(地形図は，1981年に航空測量
により当社作成(1mコンター))

防災科学技術研究所
「1:50,000地すべり地形分布図」

急斜面は認められるが
直線的であり，不明瞭。

30

22



【現地確認⑥(c)】 茶津漁港

茶津漁港

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【現地確認⑦】 泊漁港

泊漁港

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【現地確認⑧⑨】 盃漁港

盃漁港
（カブト地区）

盃漁港
（盃地区）

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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【現地確認⑩】 神恵内漁港

神恵内漁港

※この地図は国土地理院ウェブサイト
（https://maps.gsi.go.jp/）の地理院
地図を利用して作成しています
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